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１．はじめに 

自然再生推進法が平成 15 年に施行され、水域にお

いても再生事業が盛んに行われるようになった。対象水

域が高度経済成長期に計画・施工された大規模公共工

事によって環境が悪化したとされる場合、その工事以前

の状態に戻すことが自然再生にとって不可欠と主張され

ることが多い。これは一般市民にとってわかりやすい論

理だが、当該工事から数十年経る間に、工事以外の要

素（例えば富栄養化や人と水域との関係）も変わってし

まったことの影響が考慮されていない。むしろ人工的に

改変された状況の方が、地域にとって豊かな自然環境

をもたらしている可能性もある。非科学的な思い込みに

より、自然環境がさらに破壊されてはならない。 

本報告では堤防設置前の環境に戻ると期待された中

海本庄水域（図１）における堤防撤去と開削によって現

実の環境はどうなったのかを、水理構造と底生動物を対

象に検討した。 

２．環境改変の経緯と本庄水域の特性 

中海は境水道を介して日本海と連なる平均水深 5.4 

m、表面積約 71 km２（本庄水域を除く）の潟湖である。

水深 4m 付近に安定した塩分成層が存在し、上層水の

塩分は海水の約 1/3、下層水の塩分は海水に近い。下

層水は通常 5 月から 10 月まで貧酸素化する。本庄水

域は表面積約 17 km２で、1963 年に開始された国営中

海土地改良事業の干拓予定地として、1981 年に森山堤

防、北部承水路、大海崎堤防、西部承水路堤防からな

る干拓堤防で中海から切り離された(図１)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．本庄水域とその周辺 

本庄水域と中海は工区西側にある幅約 100 m の西

部承水路を 2km 入った堤防開削部でつながっていた

が、この水路の一部が水深 2m 前後と浅かったために、

本庄水域には中海の上層水しか入らなかった。このため、

本庄水域の水塊は比較的均一で塩分成層が生じにくく

（Kamiya et al. 2011）、中海本体と比べると下層の貧酸

素水塊は強風によって容易に消滅していた（図２）。成

層が弱かったため、中海本湖では水深 2～3m 以深には

生息しないホトトギスガイが本庄水域では水深 5m 近くま

で生息し (Yamamuro et a1., 2000)、動物プランクトン生

息密度も年間を通して中海湖心部より高かった(Uye et 

a1., 2000)。これらの結果から、下層水の流入を引きおこ

す堤防撤去と開削は塩分成層の強化を招き、本庄水域

の貧酸素化をもたらすと指摘されていた（例えば石飛ほ

か, 2003）。一方、堤防の開削により本庄水域の溶存酸

素濃度は増加するとの意見は、「昔の地形に戻せば昔

の中海がよみがえる」とする市民感情に合致し、結果とし

て西部承水路堤防は 2007 年 7 月から撤去が始まり、

2008 年にかけて水深 3.4m までが撤去された。森山堤防

は 2009 年 5 月に水深 5.5m まで開削された。 
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図２．本庄水域と中海の塩分に関する概念図 

３．方法 

本庄水域東側の入江地先に測線を設け、水深 1～5m

まで 1m 毎に試料採取を行った（図１、B 地点）。試料は

スミスマッキンタイヤー採泥器 1 回（面積 0.11m2）とし、

2006 年 4 月から 2009 年 8 月まで原則として隔月に行っ

た。採取した試料は 2mm メッシュの篩いで分画し、篩い

に残った動物を同定し、湿重量と個体数計測した。水理

構造の変化は島根県保健環境科学研究所の観測結果

（図１、●地点）から解析した。 

４．結果と考察 

西部承水路堤防撤去により、2008 年以降、中海の高

塩分水が本庄水域に流入し、底層の塩分上昇が見られ

るようになった（図３上図）。さらに森山堤防が開削された

2009 年 5 月以降は、境水道側から常時高塩分水が流

B



入することで下層の塩分が上昇し、中海本湖と同様に、

水深 4m 付近に明瞭な塩分成層が形成されるようになっ

た。これにより暖候期には、溶存酸素濃度が 1mg/l 未満

の貧酸素水塊が数ヶ月にわたって存在するようになった

（図３下図）。 

 本庄水域における底生動物の変化を優占する二枚貝

で見ると、水深 1m では 2008 年まではホトトギスガイが年

間を通じて優占していたのに対し、2008 年以降は 4 月・

6 月にアサリが優占するようになった（図４上図）。これは

海水の影響が強くなったことで、アサリの浮遊幼生が本

庄水域に残存しやすい環境になった為と考えられる。し

かし８月には開削以前同様にホトトギスガイが優占して

おり、春期に定着したアサリは夏季には安定して生息で

きない状況であった。ホトトギスガイは表在性であるため、

内在性のアサリは不利である。アサリが優占するには、ホ

トトギスガイが甲殻類や肉食巻貝に常時捕食されるよう

な、好気的な環境が保たれることが必要である。 

 一方、水深 5m の状況を見ると、図３下図にみられた貧

酸素化により、開削後はホトトギスガイにとっても生息が

困難な状況になっていた（図４下図）。これらの結果は、

開削が本庄水域の環境を「昔のように」良い方向に変え

ていないことを示している。 
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図４．本庄工区（図１、B 測線）における水深１ｍ（上図）

と５ｍ（下図）におけるアサリとホトトギスガイの個体数変
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図４．本庄工区（図１●地

点）における電気伝導度

（ EC ） と 溶 存 酸 素 濃 度

（DO）の経時変化 
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